
2023年

3月 3日㈮ 13:30～ 17:00
市民活動プラザ星園2階 大会議室
（札幌市中央区南８条西２丁目）

「
若
者
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援
の
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し
さ
を
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え
る
」

　2022 年度　中央共同募金会
　「赤い羽根福祉基金」助成事業

■ 基本は会場集合型とします。■ オンライン（YouTube 配信）での視聴も可能です。
※YouTube 配信アドレスについては、開催３日前までに、オンライン参加希望者にお知らせします。
※新型コロナウィルス感染拡大の状況によっては、オンラインのみとする場合もありますので
　ご了承下さい。

プログラム
【第１部】基調講演
  １．若者が自分自身の生活を実現するということ

    講師：札幌学院大学人文学部准教授　大澤 真平 氏

  ２．当事者としての経験と支援者としての今
    講師：YouTube 情報発信番組 THREE FLAGS　ブローハン聡 氏

【第２部】検証会議中間報告
    報告者：検証会議 座長　山内 太郎 氏

【第３部】パネルディスカッション
  テーマ：みんなの思う、若者支援とは？

    登壇者：札幌学院大学人文学部准教授　大澤 真平 氏
　　　　　                  YouTube 情報発信番組 THREE FLAGS　ブローハン聡 氏
　　　　　【検証会議委員】さっぽろ若者サポートステーション　山名　徹 氏

札幌市ホームレス相談支援センター JOIN　山中 啓史 氏
NPO法人 CAN　屋代 通子 氏
NPO法人コミュニティワーク研究実践センター　湯澤 真吾

　　　　　【コーディネーター】検証会議座長　山内 太郎 氏

日
時

場
所

主催：NPO法人コミュニティワーク研究実践センター

本シンポジウムでは、若者の一人暮ら
し体験事業・「若者特有の難しさ」・「一
人暮らしを持続するために必要な能
力」を検証する、検証会議の中間報告
を行うとともに若者支援の難しさや、
若者支援の必要性について、有識者・
当事者・支援者からみた視点で検証会
議の仮説について考えていきます。

定員／50名（参加費無料）

※本シンポジウムは、2022 年度中央共同募金会「赤い羽根福祉基金」の助成を受け実施しています。



ＦＡＸ：０１１－７８８－２３９９／E-mail：sumaisoudan@cmtwork.net

お名前 ご所属 お電話番号 参加方法
（〇をつけて下さい） メールアドレス

市民活動プラザ星園  ２階大会議室

最寄駅 地下鉄東豊線　豊水すすきの駅６番出口

地下鉄南北線　中島公園駅１番出口

札幌市中央区南８条西２丁目５－７４
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市民活動プラザ星園

南大橋

●ジャスマック
　 プラザホテル
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●ジャスマック
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   ホテルマイステイズ
●プレミア札幌パーク
   ホテルマイステイズ
●プレミア札幌パーク

地下鉄東豊線

ＮＰＯ法人コミュニティワーク研究実践センター
電   話［担当者直通］：０８０－３２６５－８８３２（湯澤）　
　　　　　メール：sumaisoudan@cmtwork.net　

参加を希望される方は、2月24日㈮までに下記宛に申し込みください。

駐車場がありませんので公共交通機関をご利用頂くかお車でお越しの

際は近隣の有料駐車場をご利用下さい。

会場 ・ YouTube

会場 ・ YouTube

会場 ・ YouTube

問い合わせ

宛先：ＮＰＯ法人コミュニティワーク研究実践センター

「若者支援の難しさを考える」

講師／大澤 真平 氏　プロフィール
1975 年生まれ、京都出身。北海道大学大学院
教育学院博士課程単位取得退学　博士（教育
学）、公立高校教員を 8年間勤め、そこで関わっ
た若者の困難を考え続けている。近著に『子
どもと家族の貧困　学際的調査からみえてき
たもの』（共著）（法律文化社）2022 。

講師／ブローハン聡 氏　プロフィール
1992 年生まれ、東京出身。フィリピンとスペインと日本の
ミックス。 2021 年 10 月に「虐待の子だった僕」を出版。
現在は（一社）コンパスナビの社員として、児童養護施設
等を離れた親を頼れない若者達のサポートを行っている。
また、無戸籍、無国籍、虐待や児童養護施設の経験から、
講演活動や YouTube の媒体を通して情報を発信している。
（YouTube 情報発信番組 THREE FLAGS）

2022 年度コミュニティワーク研究実践センターでは、中央共同募金会の「赤い羽根福祉基金」の助成を受け、孤立している若者、
困難を抱えている若者が「一人暮しを持続するために必要な能力」と「若者特有の難しさ」を言語化するために検証会議を実施
してきました。議論の中で、「若者の特有の難しさ」とは若者ではなく支援者が感じている「難しさ」であり、具体的には、「支援が思っ
たように進まない難しさ」・「本人の意向にすり合わせていく難しさ」・「選択股を現実的なものに出来ない難しさ」支援者側が感
じるこの３つの難しさが若者支援特有の難しさにつながっているのではないか？という仮説を立てました。
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